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●

学校

訪
問
団
の
一
行
は
、市
内
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
宅
に
滞
在
し
、日
本
で
の
学
校
生
活
を
体

験
し
ま
し
た
。

　

ギ
ブ
ソ
ン
郡
の
生
徒
た
ち
は
、各
中
学
校
に
通

い
、英
語
を
始
め
ほ
と
ん
ど
の
授
業
を
、田
原
市
の

中
学
生
と
一
緒
に
受
け
ま
し
た
。書
道
や
七
夕
を
題

材
に
し
た
授
業
で
は
、日
本
の
文
化
を
体
験
し
、感

激
し
た
様
子
で
し
た
。会
話
を
し
な
が
ら
給
食
を
食

べ
た
り
、休
み
時
間
に
も
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
と
交

流
し
た
り
す
る
な
ど
、楽
し
い
思
い
出
が
た
く
さ

ん
で
き
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、田
原
市
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、市
内
観

光
を
行
い
ま
し
た
。観
光
名
所
の
伊
良
湖
岬
灯
台
や

サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら
、田
原
ま
つ
り
会
館
、蔵
王

山
展
望
台
、そ
し
て
ト
ヨ
タ
自
動
車
田
原
工
場
な
ど

を
訪
れ
ま
し
た
。恋
路
ヶ
浜
で
は
、太
平
洋
の
雄
大

な
風
景
に
、思
わ
ず
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ウ
エ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
、大
勢
の
方
が
参

加
し
、友
好
都
市
の
交
流
を
図
り
ま
し
た
。訪
問
団

一
行
は
、楽
し
い
ゲ
ー
ム
を
披
露
し
、会
場
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、引
率
の
先
生
方
は
田
原
市
長
を
表
敬
訪
問

し
、プ
リ
ン
ス
ト
ン
市
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
ま

し
た
。中
学
校
を
訪
れ
た
際
に
は
、田
原
市
の
先
生

方
と
、教
育
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
た
り
親
交
を

深
め
た
り
し
ま
し
た
。

◦
ギ
ブ
ソ
ン
郡
の
中
学
生
の
感
想

　

体
育
で
は
、と
て
も
楽
し
み
だ
っ
た
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
の
授
業
を
受
け
ま
し
た
。私
の
チ
ー
ム
は
と
て
も

優
し
く
、す
ば
ら
し
い
生
徒
た
ち
で
し
た
。　　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ヘ
リ
ー　

デ
ッ
カ
ー
）

◦
田
原
市
の
中
学
生
の
感
想　

　

５
日
間
、私
の
家
で
は
、た
く
さ
ん
の
英
語
と
笑

い
声
が
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。も
っ
と
英
語
を
勉
強

し
て
、ア
メ
リ
カ
で
彼
女
た
ち
に
会
い
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
伊
良
湖
岬
中
学
校　

青
山
琴
音
）

◦ウエルカムパーティーでゲームを披露◦一緒に授業を受ける様子

◦休み時間にもクラスのみんなと積極的に交流◦七夕で日本の文化を体験

田
原
市
の
友
好
都
市
で
あ
る
米
国
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
プ
リ
ン
ス
ト
ン
市
お
よ
び
ギ
ブ
ソ
ン
郡
か
ら
、
６
月
５
日

か
ら
13
日
ま
で
の
９
日
間
、
中
学
生
７
名
と
引
率
者
２
名
が
田
原
市
を
訪
れ
ま
し
た
。
学
校
生
活
や
家
庭
生
活

を
体
験
し
な
が
ら
、
交
流
を
深
め
た
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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〝たね〟の簡単＆おいしい『産直レシピ』〝たね〟の簡単＆おいしい『産直レシピ』

ナスとキュウリのさっぱり和え
【材料１人分】　エネルギー４２kcal （たんぱく質１．５ｇ）
◦ナス １本　◦キュウリ １／２本　◦大葉 １枚　◦塩 少々
◦すし酢 小さじ１　◦ごま油 １ｇ　◦薄口しょうゆ 小さじ１

【作り方】
❶ナスはヘタを切り落とし、縦半分に切る。さらに縦半分に切
　り、３ｃｍぐらいに切る。
❷ボールにナスを入れ、軽く塩をふり、よくなじませておく。
　（ナスからアクと水分が出てきたら、水で洗い流し、しっかり
　絞る。）
❸キュウリもナスと同じ大きさに切り、軽く塩をふり、なじませ
　ておく。
❹耐熱容器に②のナスを入れ、ラップを軽く掛け、柔らかくな
　るぐらいまでレンジで加熱する。加熱できたら耐熱容器か
　らナスを取り出し荒熱をとる。
❺大葉を千切りにし、水にさらした後、水分をとっておく。
❻④に水洗いして軽く絞ったキュウリと大葉を合わせる。
❼すし酢・薄口しょうゆ・ごま油をよく混ぜ合わせる。
❽⑥の合わせた野菜に⑦の調味料をかけていただく。

炒めキュウリのオイスターソース
【材料１人分】　エネルギー46kcal (たんぱく質0.4ｇ)
◦キュウリ １／２本　◦サラダ油 ２ｇ　◦水 大さじ2
◦鶏がらスープ(粉末) １．５ｇ　◦オイスターソース 適量

【作り方】
❶キュウリは４等分に切り、食べやすい太さに切りそろえる。
❷フライパンにサラダ油を入れ、強火でキュウリを炒める。
　(キュウリは、短時間で色がきれいに！)
❸キュウリの色がきれいになったら、鶏がらスープと水を入れ、
　さらに炒める。水分がなくなったら、できあがり。
❹お皿に盛りつけ、オイスターソースをかけていただく。

お好みで新ショウガやゴマを入れてもさわや

かで、こくが出るのでおいしくいただけます。

ガスを使わずレンジを使った献立です。暑い

夏、台所に立つのもおっくうになるという方

も多いと思います。朝に作って、荒熱が取れ

たら冷蔵庫で冷やして、夕食にいかがですか？

調味料を変えると、付け合わせにもなります。

広報サポーターの〝たね〟が「旬を上手に、手軽でおいしく、誰にでも簡単にできる料理」
をテーマに、季節の野菜「ナスとキュウリ」を使ったレシピをお届けします。
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◉広報サポーターブログ「風の街のたはら」にも〝たね〟のレシピを掲載中♪
広報サポーターの〝たね〟が、旬の野菜などを使ったレシピを不定期で掲載していきます。
また、広報サポーターの「めろんちゃん」「ナミチャン」「m

メ　グ

egu」「りえ」も、楽しい話題を掲載し
ていきますのでお楽しみに～♪　ブログアドレス◦http://kohotahara.dosugoi.net/
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地域
発!

避
難
マ
ッ
プ
を
作
成

堀
切
校
区
で
は
、
東
日
本
大
震
災
を

教
訓
に
、
避
難
場
所
を
よ
り
高
い

安
全
な
場
所
に
変
更
し
ま
し
た
。
昨
年
９

月
、
主
な
避
難
ル
ー
ト
や
各
地
点
の
海
抜

な
ど
を
表
示
し
た
地
震
・
津
波
避
難
マ
ッ

プ
を
、
避
難
す
る
際
の
ル
ー
ト
が
よ
り
詳

細
に
わ
か
る
よ
う
に「
堀
切
東
」「
堀
切
西
」

「
小
塩
津
」
の
３
地
区
に
分
け
て
作
成
し

ま
し
た
。

15
分
以
内
の
避
難
を
目
標
に
！

　

今
回
の
訓
練
は
、
参
加
者
の
行
動
や
感

想
な
ど
か
ら
問
題
点
を
探
り
、
現
状
の
地

震
津
波
対
策
の
見
直
し
や
改
善
を
図
る
た

め
、
堀
切
校
区
と
堀
切
小
学
校
と
の
合
同

で
行
い
ま
し
た
。

地
域
の
話
題

堀
切
校
区

地
震・津
波
に
負
け
な
い
地
域
づ
く
り

校
区
と
学
校
、家
族
と
の
結
束

▲避難状況を確認する様子（渥美運動公園テニスコート駐車場）

６
月
26
日
㊋
に
、
堀
切
校
区
と
堀
切
小
学
校
が
合
同
で
行
っ
た

地
震
津
波
対
応
避
難
訓
練
に
つ
い
て

堀
切
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
か
ら
お
便
り
が
届
き
ま
し
た
。

　

東
海
、
東
南
海
、
南
海
の
三
連
動
地
震

や
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
な
ど
が
発
生

し
た
場
合
、
お
よ
そ
20
分
で
最
大
20
㍍
の

津
波
が
到
達
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
堀
切
校
区
の
ほ
と
ん
ど
が
海
抜
５
㍍

地
帯
。
そ
の
た
め
、「
全
員
15
分
以
内
に

避
難
完
了
」
と
校
区
で
目
標
を
立
て
ま
し

た
。
避
難
場
所
は
、
各
地
区
で
「
渥
美
運

動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
駐
車
場
」「
寅
之

神
社
」「
伊
良
湖
岬
中
学
校
」
の
３
か
所

の
高
台
に
設
定
し
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

▲避難場所を目指して走る訓練参加者

地
震
・
津
波
だ
！
さ
ぁ
走
れ
！

　

午
前
７
時
５
分
、
校
区
内
に
地
震
の
発

生
を
知
ら
せ
る
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
、
訓
練

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
仕
事
や
学
校
に

行
く
支
度
を
し
て
い
た
お
父
さ
ん
や
お
母

さ
ん
、
子
ど
も
た
ち
の
手
が
止
ま
り
、
家

の
中
で
落
下
物
な
ど
か
ら
身
を
守
り
ま
す
。

そ
の
２
分
後
、「
20
分
後
に
津
波
が
来
る
」

と
い
う
放
送
が
入
り
、
各
家
庭
一
斉
に
指

定
さ
れ
た
避
難
場
所
ま
で
走
り
ま
し
た
。

　

小
学
生
の
ほ
と
ん
ど
は
、
学
校
で
実
施

し
た
避
難
訓
練
や
放
課
の
時
間
を
利
用
し

た
持
久
走
訓
練
の
成
果
も
あ
り
、
目
標
の

15
分
以
内
で
避
難
で
き
ま
し
た
。し
か
し
、

多
く
の
大
人
は
30
分
以
上
か
か
り
、
課
題

が
残
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

訓
練
を
終
え
た
参
加
者
か
ら
は
「
こ
れ

で
は
危
な
い
。体
力
面
の
問
題
も
あ
る
が
、

各
家
庭
で
ど
の
よ
う
に
避
難
す
べ
き
か
話

し
合
う
機
会
が
必
要
」「
避
難
訓
練
の
回

数
を
増
や
さ
な
い
と
」
な
ど
の
感
想
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

被
災
者
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

　

堀
切
校
区
で
は
、今
後
も
地
域
と
学
校
、

家
庭
が
連
携
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
避
難
訓
練

を
継
続
的
に
実
施
し
、
防
災
意
識
の
向
上

と
津
波
被
災
者
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

▲地震・津波避難マップ
　（堀切東地区）
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₁ ＮＰＯや市民活動に関する相談を受け付けています。（毎週㊋・㊎・圡 14:00～19:00 田原文化会館フリースペース）
₂ このページおよび市民活動支援センターホームページに掲載する市民活動情報を募集しています。
◉お問い合わせ： ☎22局 1111（内線812）※開設時間のみ　 23局0180　 shiminkatsudo@city.tahara.aichi.jp

http://www.city.tahara.aichi.jp/kyoudou/田原市民活動支援センター

　　　　　　　　　　　　 ～一緒に山歩きしませんか？～

渥美半島ハイキングクラブは、平成14年、渥美半島中央部を三河
湾から太平洋に抜ける横断ハイキングコース﹃あつみトレイ

ル﹄をよみがえらせるために発足しました。平成19年には、ＮＰＯ法
人の認証を得ました。現在は、ハイキングを楽しみながら身近な自
然に触れ、環境やまちづくりについて考え、そして行動することを
目的に、「清掃登山イベント」の開催やハイキングコースの整備、道
標の追加・変更などを行って
います。
　会員一人ひとりが得意なこ
とを生かしながら、お互いに
楽しんで活動しています。山
歩きしたい方、渥美半島をき
れいにしたい方、自然につい
て知りたい方、エベレストに
行きたい方など、皆さん一緒
に活動しませんか。

市民活動を応援するページ
特定非営利活動法人  渥美半島ハイキングクラブ市民活動紹介

　　　　 「市民協働まちづくり事業補助金」の二次募集を行います。
市民の連帯や地域振興、市民公益活動の促進を目的に、田原市が交付している補助金です。市民感覚の自由な発想で、
創意工夫を凝らした事業をご提案ください。
◉対象事業　市内で市民に対して実施され、公共性・公益性が期待される「福祉」「まちづくり」「環境

保全」「子どもの健全育成」などの活動で、平成25年２月末日までに完了するもの
◉対象団体　市内で公益活動を行う5名以上で構成された団体
◉補助額　　１事業につき補助対象経費の２分の１（上限20万円）
◉募集期間　9月18日㊋まで　※午後５時必着
◉応募方法　市民協働課で配布する申請用紙に必要事項を記入して直接または郵送にて提出。申請用紙や応募の手引

きは市ホームページからもダウンロード可（http://www.city.tahara.aichi.jp/）

◉審査方法　書類審査および公開審査会（10月上旬予定）での提案説明
◉その他　　制度の内容、申請書の書き方など応募に関するご相談を、市民活動支援センター（開設日は下段を参照）

で受け付けています。
◉応募・問い合わせ先　市民協働課 ☎23局3504　 23局0180　 kyoudou@city.tahara.aichi.jp

市 民
提 案 あなたの市民活動に補助金を活用しよう！

▲道標を設置する様子

特定非営利活動法人　渥美半島ハイキングクラブ❖代表理事　鈴木一敏

問い合わせ ▼　090-7863-3229 　rakuen@tees.jp　ブログ：http://atsumihanto-hc.seesaa.net/Hello

▲完成した道標（大山古道）▲椛（なぐさ）峠を下る会員の皆さん

●しみんの広場
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学校生活の
一コマを紹介

　　田原南部小学校「ふるさと学習宿泊体験」
　　笑顔で交流！新しい友だちができたよ！
　　
　６月20日から３日間、本校と高松小学校の５年生が、津
具高原グリーンパークで宿泊体験を行いました。これは、
小規模校の児童が共同生活を通して親睦を図り、新たな
人間関係をつくることを目的の一つとしています。
　初日は、２つの学校の混成チームに分かれ、パターゴル
フ大会を行いました。お互いに教えながら楽しく回るこ
とができ、大きな歓声がいたる所で上がるなど、すっか
り意気投合した様子でした。その後も、ドッジボール、五
平餅づくりなどを共同で行うことで交流が深まり、笑顔
いっぱいの貴重な体験となりました。

　　泉中学校「izumiふれんど広場」　　　
　　語り合う憩いの場で地域と交流を！
　　
　「深めよう友情、語り合おう未来」をテーマに、生徒や
教師、地域の方が語り合える場を設けました。これは、平
成23年度の魅力ある学校づくりプロジェクトで整備し
たもので、中庭に芝を張り、ベンチを置きました。
　昨年度、この中庭の愛称を生徒から募集し、西川実里
さん（当時３年）の「izumiふれんど広場」に決まりまし
た。普段は、生徒たちの憩いの場となっていますが、授業
や行事でも活用しています。青々とした芝生が気持ちよ
く、思わず会話も弾み、生徒たちは楽しいひとときを過
ごしています。保護者の皆さんもぜひお越しください。

　今回は、小学校の「ふるさと学習宿泊体験」と「魚道の観察」の
様子と、「i

い ず み

zumiふれんど広場」を作った中学校の様子をご紹介
します。 ●学校教育課２３局３６７９

 清田小学校「魚道の観察」
ふるさとの豊かな自然を発見！

　毎年６月、４年生が高木町に設置されている「水田魚
道」の観察を行っています。水田魚道は、水田地域に生
息する魚類の生物多様性を保ち、遡上する魚類の観察
や調査をするためのものです。
　今年は６月25日に、清田地域環境保全会会長の木村
春雄さんを招き、観察会を行いました。魚道を通る魚を
観察したり、水路の生き物を網で捕まえたりしました。
体長16cmのドジョウ、カニ、エビ、アユ、ウキゴイのほ
か、珍しいカワアナゴも見つかりました。
　児童たちは、ふるさとの豊かな自然に触れ、誇りに思
う気持ちをもつことができたようです。

▲盛り上がったパターゴルフ大会

▲魚道を上がっていく魚を観察

▲ベンチに座り語り合う生徒

平成 24年 ８月15日   　  　　　　　　　　│ 6 │
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たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

　

た
は
ら
エ
コ
フ
ェ
ス
タ
が
田
原
文
化
会
館
一
帯

で
開
催
さ
れ
、親
子
な
ど
約
２
０
０
０
名
が
来
場

し
ま
し
た
。フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
山
田
周し

ゅ
う
せ
い生

さ
ん
の
講
演
会
や
打
ち
水
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ほ

か
、工
作
教
室
な
ど
が
行
わ
れ
、「
エ
コ
」に
つ
い
て

楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

▲牛乳パックを再利用してキャンディボックスなどの小物を作る参加者

み
ん
な
で
楽
し
く

エ
コ
に
ふ
れ
よ
う
！

７
月
22
日［
日
］

　

愛
知
県
消
防
操
法
大
会
が
半
田
市
で
行
わ
れ
、

田
原
市
消
防
団
代
表
と
し
て
福
江
分
団
が
出
場
し

ま
し
た
。こ
の
大
会
は
、放
水
ま
で
の
時
間
と
行
動

審
査
で
競
い
合
う
も
の
で
、福
江
分
団
の
総
合
順

位
は
15
チ
ー
ム
中
７
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。

※
放
水
ま
で
の
時
間
は
15
チ
ー
ム
中
１
位

訓
練
を
重
ね

成
果
を
競
う

７
月
21
日［
土
］

▲【出場メンバー】小川功
こ う じ

治（指揮者）・杉浦通
みちひと

仁（１番員）・井本豪
ごう

（２番
員）・渡會明

あきふみ

史（３番員）・小川泰
やすかつ

且（補助員）／敬称略

全
国
大
会
な
ど
に
出
場
を
決
め
た
皆
さ
ん
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
活
躍
に
期
待
し
ま
す
！

▪
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会

（
兵
庫
県
神
戸
市
［
７
／
27
～
29
］）

◦
フ
ァ
ン
タ
ジ
ス
タ
Ｓ
．
Ｃ

山
本
駿し

ゅ
ん
す
け介
く
ん（
福
江
小
５
年
）

▪
若
葉
カ
ッ
プ
全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

（
京
都
府
長
岡
京
市
［
７
／
27
～
30
］）

◦T テ
ィ
ー

－j

ジ
ャ
ン
プ

um
p J ジ

ュ
ニ
ア

r.

【
写
真
右
上
か
ら
】

木
田
大た

い
ち智
く
ん（
若
戸
小
６
年
）

大
谷
悠ゆ

う
と斗
く
ん（
童
浦
小
５
年
）

河
辺
颯そ

う
ま真
く
ん（
田
原
東
部
小
４
年
）

志
賀
伊い

ぶ
き吹
く
ん（
衣
笠
小
４
年
）

安
田
凌り

ょ
うく
ん（
田
原
東
部
小
４
年
）

大
羽
航こ

う
せ
い正
く
ん（
衣
笠
小
３
年
）

伊
藤
伊い

ぶ
き吹
く
ん（
野
田
小
３
年
）

▪
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会

（
神
奈
川
県
横
浜
市
［
８
／
24
～
25
］）

◦
田
原
陸
上
ク
ラ
ブ

女
子
走
高
跳

成
田
朱あ

や
か花
さ
ん（
神
戸
小
６
年
）

女
子
走
幅
跳

平
松
琴こ

と
み美
さ
ん（
童
浦
小
６
年
）
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「
飼
い
犬
が
野
犬
に
襲
わ
れ
た
」「
家

畜
が
野
犬
に
襲
わ
れ
た
」な
ど
、最

近
、野
犬
に
関
す
る
苦
情
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。被
害
を
増
や
さ

な
い
よ
う
、次
の
こ
と

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▪
市
民
の
皆
さ
ん
へ

　

生
ゴ
ミ
が
野
犬
の
エ
サ
に
な
ら
な
い
よ

　

う
、
適
切
に
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

◦
家
庭
か
ら
出
る
生
ゴ
ミ
は
、
必
ず
決
め

ら
れ
た
日
時
・
場
所
に
出
す
。

◦
生
ゴ
ミ
を
堆
肥
に
し
て
い
る
方
は
、
コ

ン
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
利
用
す
る
。

◦
野
犬
に
は
絶
対
に
エ
サ
を
与
え
な
い
。

▪
犬
を
飼
っ
て
い
る
方
へ

　

飼
い
犬
が
逃
亡
し
な
い
よ
う
、
ご
注
意

　

く
だ
さ
い
。

◦
係
留
器
具
（
首
輪
・
鎖
・
リ
ー
ド
・
杭
）

の
破
損
・
磨
耗
・
変

形
を
見
つ
け
た
ら
、

す
ぐ
に
交
換
す
る
。

◦
放
し
飼
い
は
絶
対

に
し
な
い
。

▪
畜
産
農
家
の
方
へ

　

家
畜
な
ど
が
野
犬
に
襲
わ
れ
な
い
よ

　

う
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◦
家
畜（
牛
・
豚
・
鶏
な
ど
）が
襲
わ
れ
た
り
、

家
畜
の
エ
サ
が
盗
み
食
い
さ
れ
た
り
し

な
い
よ
う
、
畜
舎

周
り
に
進
入
防
止
策

（
フ
ェ
ン
ス
・
カ
ー
テ

ン
な
ど
）
を
講
じ
る
。

◦
死
亡
し
た
家
畜
は
正

し
く
処
理
す
る
。

▼
環
境
衛
生
課

☎
23
局
３
５
４
１　

23
局
０
１
８
０

▼
県
動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー
東
三
河
支
所

☎（
０
５
３
２
）33
局
３
７
７
７

◉
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格

　

買
取
制
度
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

　　

今
年
７
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
別
措
置
法
。
こ
れ
に
基

づ
き
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格

買
取
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

▪
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は

　

自
然
界
で
繰
り
返
し
起

こ
る
現
象
か
ら
取
り
出
す

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。資
源
が

枯
渇
し
な
い
た
め
持
続
的
に
利
用
可
能
で
あ

る
ほ
か
、
発
電
時
に
二
酸
化
炭
素
の
排
出
が

ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
が
最
大
の
利
点
で
す
。

※
今
回
の
制
度
に
よ
る
買
取
対
象
は
、太
陽
光
、風

力
、地
熱
、中
小
規
模
水
力
、バ
イ
オ
マ
ス
の
５
種
類

▪
買
取
制
度
が
普
及
を
促
進

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
って
作
ら
れ
た

電
力
を
、
電
力
会
社

が
一
定
期
間
・一
定
価
格

で
買
い
取
る
こ
と
を

国
が
約
束
す
る
制
度

で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

導
入
費
用
の
回
収
見

通
し
が
立
つ
こ
と
で
民
間
事
業
者
が
参
入

し
や
す
く
な
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
普
及
の
後
押
し
に
な
る
と
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

▪
買
取
費
用
は
電
気
利
用
者
も
負
担

　

電
力
会
社
が
買

い
取
っ
た
費
用
の

一
部
は
、
私
た
ち

電
気
利
用
者
が
、

賦
課
金
と
し
て
負

担
し
ま
す
。
固

定
価
格
買
取
制
度

は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
費
用

を
社
会
全
体
で
支
え
る
仕
組
み
で
す
。

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
課

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
１
８
０

　

http://w
w
w
.city.tahara.aichi.jp/

次
回
は
、市
内
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

状
況
な
ど
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

ゴミゴミンと
リサイクルレンジャー

4

76
◉
た
は
ら
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
登
録
者
数

個
人
１
８
５
８
人・
事
業
所
80
か
所（
７
月
末
現
在
）
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野
犬
を
捕
獲
し
た
い
と
き
は
、
地
区
の
役

員
さ
ん
を
通
じ
て
環
境
衛
生
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
田
原
市
と
県
動
物
保
護
管
理

セ
ン
タ
ー
で
は
捕
獲
檻
の
貸
出
を
行
っ
て

い
ま
す
。
貸
出
中
の
捕
獲
檻
の
管
理
（
移

動
や
エ
サ
入
れ
）
は
、
借
主
の
方
に
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
野
犬
が
捕
獲
で
き
た
と

き
は
、
県
動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー
が
引

き
取
り
ま
す
。



16

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム「
Ｊ
‐
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
」

けん
ちゃんこ

ん
に
ち
は
、“
け
ん
ち
ゃ
ん
”

で
す
。
田
原
市
で
は
、
全
国

瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
通
称
：
Ｊジ

ェ
イ

－

Ａア

ラ

ー

ト

Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
を
運
用
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
Ｊ

－

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

▪
Ｊ

－

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
と
は

　

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
、
国

が
発
信
す
る
緊
急
情
報
を
、
人
工
衛
星

と
市
の
防
災
行
政
無
線
を
利
用
し
て
、

瞬
時
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す

る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

市
内
２
４
６
か

所
に
設
置
し
て
あ

る
防
災
行
政
無
線

か
ら
自
動
的
に
サ

イ
レ
ン
と
音
声
で

お
知
ら
せ
し
ま

す
。

▪
放
送
さ
れ
る
情
報

◦
緊
急
地
震
速
報
（
田
原
市
で
震
度
４

以
上
が
予
測
さ
れ
る
場
合
）

◦
津
波
注
意
報
／
津
波
警
報
／
大
津
波

警
報

◦
東
海
地
震
注
意
情
報
／
東
海
地
震
予

知
情
報

◦
弾
道
ミ
サ
イ
ル
情
報
／
航
空
攻
撃
情

報
／
ゲ
リ
ラ
・
特
殊
部
隊
攻
撃
情
報

／
大
規
模
テ
ロ
情
報

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

　独立行政法人国際協力機構（ＪＩＣＡ）「流域水管
理に基づくかんがい排水」コースの研修生が田原市
を訪問し、豊川用水と田原市の農業について研修を
行いました。田原市では、ＪＩＣＡの研修生を昭和６３年
から毎年受け入れており、昨年度までに５４か国２７８
名の研修生が田原市を訪れています。
◉研修の目的
　この研修は、開発途上国のか
んがい排水分野で活動している
若手技術者を対象に行われてお
り、総合的水管理とかんがい排
水に関する知識と技術を習得す
ることを目的としています。
◉農業を学び、交流を深める
　研修生は、２月から８月まで日本に滞在し、主に茨城

県にあるＪＩＣＡ
の施設で研修
を受講。田原市
には、アフリカや
アジアの６か国
７名が、豊川用水の通水により飛躍的に発展を遂げ
た農業の優良事例の現地研修として８月２日（木）から
２泊３日の日程で訪問しました。
　研修生は、豊川上流域のダムなどについて学習し
た後、田原市でＪＡの施設や豊川用水の揚水機場、
初立池を視察したり、水田や施設園芸の温室を見学
しながら、農家の方の話を聞いたりしました。
　また、研修期間中は、ホームステイを通じて市民との
交流を深めました。
▶広報秘書課☎２２局０１３８

▪
全
国
一
斉
自
動
放
送
試
験

　

災
害
時
に
、
国
が
発
信
す
る
緊
急
情

報
を
確
実
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
伝
え
す

る
た
め
、
全
国
一
斉
に
自
動
放
送
試
験
を

実
施
し
ま
す
。
田
原
市
で
も
、
市
内
に

設
置
さ
れ
て
い
る
防
災
行
政
無
線
か
ら
次

の
内
容
を一斉
に
放
送
し
ま
す
。

◎
実
施
日
時

９
月
12
日
（
水
）
午
前
10
時
ご
ろ
、

午
前
10
時
30
分
ご
ろ
の
２
回

◎
放
送
内
容

「
こ
れ
は
、試
験
放
送
で
す
」
×
３
回

「
こ
ち
ら
は
、
広
報
た
は
ら
で
す
」

→
チ
ャ
イ
ム
（
終
了
）

■ 国内外との交流・多文化共生

田原市で農業を学ぶ　Ｊ
ジ ャ イ カ

ＩＣＡ研修生が田原市を訪問
独立行政法人国際協力機構（ＪＩＣＡ）研修生が田原市で農業研修を行いました。

▲施設園芸（菊）の説明を聞く研修生

▲水田を見学

│ 9 │　　　　　　　　　　平成 24年 ８月15日



▼
募
集
人
員
＝
１
名　

▼
採
用
期
間
＝
10

月
１
日
～
平
成
25
年
３
月
31
日　

▼
勤
務

場
所
＝
中
央
図
書
館　

▼
勤
務
内
容
＝
図

書
館
業
務
全
般　

▼
勤
務
形
態
＝
火
～
金

曜
日
お
よ
び
土
曜
日
ま
た
は
日
曜
日
、
祝

日
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分（
不

規
則
勤
務
あ
り
）　

▼
賃
金
＝
時
給
８
３
０

円　

▼
選
考
方
法
＝
面
接
（
詳
細
は
後
日

通
知
）　

▼
申
し
込
み
＝
９
月
11
日
（
火
）

ま
で
に
、
中
央
・
赤
羽
根
・
渥
美
図
書
館

に
あ
る
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
中
央
図

書
館
一
般
カ
ウ
ン

タ
ー
へ
提
出

▼
中
央
図
書
館　

☎
23
局
４
９
４
６　

23
局
４
６
４
６

▼
テ
ー
マ
＝
健
康
づ
く
り
と
生
き
が
い
の
あ

る
豊
か
な
人
生
を
め
ざ
し
て　

▼
対
象
＝

で
き
る
だ
け
連
続
で
受
講
で
き
る
方
（
60

歳
以
上
の
方
優
先
）　

▼
開
催
日
／
テ
ー
マ

＝
表
の
と
お
り　
▼
場
所
＝
【
田
原
地
区
】

田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
田
原
文
化
会
館
ほ
か

【
渥
美
地
区
】
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
・
渥

▼
応
募
資
格
＝
次
の
要
件
を
い
ず
れ
も
満

た
す
方
①
子
ど
も
が
好
き
で
学
校
教
育
に

熱
心
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
方
②
教

員
免
許
所
持
者
（
採
用
時
に
取
得
見
込
み

の
方
も
可
）　

▼
受
付
期
間
＝
随
時
（
市

役
所
執
務
時
間
中
）　

▼
申
し
込
み
＝
市

販
の
履
歴
書
に
顔
写
真
を
貼
り
、
必
要
事

項
を
記
入
し
、
教
員
免
許
を
所
持
し
て
い

る
方
は
コ
ピ
ー
を
添
え
て
、
直
接
ま
た
は

郵
送
に
て

▼
学
校
教
育
課

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
３
６
７
９　

22
局
３
８
１
１

美
文
化
会
館
ほ
か　

▼
時
間
＝
い
ず
れ
も

午
後
1
時
30
分
～
３
時　

▼
定
員
＝
各
70

名
程
度　

▼
受
講
料
＝
無
料
（
た
だ
し
材

料
費
は
実
費
）　
▼
申
し
込
み
＝
９
月
28
日

（
金
）
ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
の
場
合
は
希

望
地
区
名
・
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を

明
記
）

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

syogaku@
city.tahara.aichi.jp

■
下
水
道
接
続
に
ご
協
力
を
！

　

下
水
道
は
、
私
た
ち
の
家
庭
な
ど
か
ら

出
る
生
活
排
水
を
き
れ
い
に
し
て
川
や
海

に
戻
し
、
快
適
な
生
活
環
境
を
つ
く
る
と

と
も
に
、
海
や
川
を
汚
染
か
ら
守
る
た
め

の
施
設
で
す
。
下
水
道
を
使
え
る
区
域
で

ま
だ
接
続
を
し
て
い
な
い
方
は
、
接
続
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
異
物
を
流
さ
な
い
で
！

　

下
水
道
施
設
へ
異
物
が
流
入
す
る
と
、

故
障
の
原
因
に
な
り
、
適
切
な
汚
水
処
理

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
水
洗
便
器
に
、

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の
も
の
を
流

さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
下
水
道
課

☎
23
局
３
５
２
５　

22
局
３
１
８
４

９
月
10
日
は「
下
水
道
の
日
」

下
水
道
を
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

田
原
市
臨
時
職
員

（
図
書
館
業
務
）

高
齢
者
連
続
講
座

「
し
お
さ
い
大
学
」後
期 

受
講
生

田
原
市
立
小
・
中
学
校

常
勤
・
非
常
勤
講
師

最近、下水道の汲み上げ
ポンプに、パンツやおし
ぼりなどがつまり、修理
することが多くなってい
ます。

■「しおさい大学」
開催日 テーマ

田原地区 渥美地区

10/30火 10/31水 ふれあいウォーキング

11/19月 11/7水 かんたん健康体操

12/7金 12/21金 そば打ち体験

1/18金 1/25金 災害時の避難所の健康管理について

2/1金 2/22金 お料理教室

3/8 金 3/15金 漫談大道芸と座談会
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ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
９
月
10
日
（
月
）
～
16
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時
（
土
・
日
曜

日
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時
）　

▼
相
談

担
当
者
＝
人
権
擁
護
委
員

❖
相
談
専
用
電
話

☎（
０
５
７
０
）０
０
３
局
１
１
０

▼
名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護
部

☎（
０
５
２
）９
５
２
局
８
１
１
１

　

医
学
生
、
歯
学
生
の
教
育
実
習
の
た
め

に
必
要
な
遺
体
が
、
慢
性
的
に
不
足
し
て

い
ま
す
。
医
学
の
発
展
を
願
い
、
自
ら
の

遺
体
を
献
納
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
探
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
献
体
と
同
時

に
ア
イ
バ
ン
ク
に
も
登

録
さ
れ
ま
す
。

▼
公
益
財
団
法
人
不
老
会
田
原
市
支
部

☎
22
局
０
１
６
５

　

次
の
方
か
ら
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す
。

▼
７
月
12
日
、
並
樹
会
様
か
ら
地
域
福
祉

の
た
め
金
３
万
３
０
０
０
円
。

　

９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」
で
す
。
ま

た
、
こ
の
日
を
含
む
１
週
間
は
「
救
急
医

療
週
間
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
合
わ
せ
て
、「
き
ゅ
う
き
ゅ
う

広
場
」
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
応
急
手
当

を
身
に
つ
け
ま
せ
ん

か
。
申
し
込
み
は
不
要

で
す
。
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
９
月
８
日
（
土
）
午
前
11
時
～

午
後
２
時　

▼
場
所
＝
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
タ

ウ
ン　

パ
オ
（
１
階
中
央
広
場
）　

▼
内

容
＝
消
防
職
員
に
よ
る
心
肺
蘇
生
法
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
訓
練
人
形
を
使
用

し
た
人
工
呼
吸
・
胸
骨
圧
迫
心
臓
マ
ッ
サ

ー
ジ
、
Ａエ

ー
イ
ー
デ
ィ
ー

Ｅ
Ｄ
の
体
験
（
体
験
者
に
は
記

念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
）、
パ
ネ
ル
展
示

▼
消
防
署

☎
23
局
４
０
７
５　

23
局
２
４
４
０

　

虐
待
な
ど
、
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権

に
か
か
わ
る
悩
み
ご
と
、
心
配
ご
と
な
ど

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
内
容
の
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
ひ
と
り
で
悩

全
国一斉「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権

あ
ん
し
ん
相
談
」強
化
週
間

医
学
の
発
展
の
た
め

献
体
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

き
ゅ
う
き
ゅ
う
広
場
を

開
催
し
ま
す

▪
崋
山
会
館
喫
茶
部
テ
ナ
ン
ト
募
集

　

主
な
条
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
面
積
＝
１
１
８
・
５
㎡
（
内
、
33
・
２

㎡
は
厨
房
）　

▼
家
賃
＝
無
料　

▼
共
益

費
、
水
道
光
熱
費
＝
協
議
に
よ
り
決
定

▼
改
装
＝
工
事
費
は
出
店
者
の
負
担　

▼
什
器
・
備
品
＝
現
在
、
喫
茶
部
に
設

置
の
も
の
は
無
償
貸
与　

▼
希
望
営
業

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時
の
う
ち

５
時
間
以
上　

▼
保
証
金
＝
10
万
円（
契

約
期
間
満
了
時
に
返
還
）　

▼
契
約
期
間

＝
３
年
間
（
以
降
毎
年
更
新
）　

▼
申
込

期
限
＝
９
月
30
日
（
日
）　

▼
審
査
＝
面

接
後
決
定

▪
出
張
講
座

　

財
団
法
人
崋
山
会
で
は
郷
土
の
先
覚

者
渡
辺
崋
山
の
活
躍
を
広
く
一
般
に
伝

え
る
た
め
、
各
種
団
体
や
グ
ル
ー
プ
が

開
催
す
る
講
座
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

の
講
師
を
無
料
で
派
遣
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に

お
問
い
合

わ
せ
く
だ

さ
い
。

▪
崋
山
会
館
利
用
の
ご
案
内

　

施
設
使
用
料
を
時
間
単
位
と
し
、
一

層
利
用
し
や
す
く
し
ま
し
た
。

▼
財
団
法
人
崋
山
会
事
務
局

　
（
田
原
市
田
原
町
巴
江
12
番
地
１
）

　

☎
22
局
１
７
０
０

　
　

kazankaikan@
tees.jp
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室名 部屋の形状等 昼間 夜間 備考
9:00 ～17:00 17:00 ～22:00

１階 披露宴室
会議１室 2000 円 10000 円 昼間は時間単位で、

夜間は 1 回の料金パーティー１室 4000 円 20000 円

２階

研修室 机 15 個
いす 30 脚

  800 円
　

昼間は時間単位の料
金。
夜間の利用は、披露
宴室併用の場合のみ
利用可。（使用料は、
昼間と同額）

和室① ６畳 2 間   400 円　

和室② ６畳 1 間   200 円 　

３階 会議室 16 席
（円卓形）

  800 円　

財
団
法
人
崋
山
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

※休館日：毎週月曜日／申込受付：会場使用の６か月前から
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県
指
定
天
然
記
念
物
「
黒く

ろ
が
わ河
湿
地
植
物

群
落
」（
大
久
保
町
）
は
、
東
海
地
方
固

有
の
湿
地
で
、
シ
デ
コ
ブ
シ
や
シ
ラ
タ
マ

ホ
シ
ク
サ
な
ど
の
湿
地
植
物
が
群
生
し
て

い
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
春
先
に

咲
く
、
シ
デ
コ
ブ
シ
の
花
を
観
察
に
行
っ

た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

東
海
地
方
の
特
徴
的
な
性
質
を
持
つ
黒

河
湿
地
は
、
県
内
で
い
ち
早
く
価
値
を
認

め
ら
れ
、
天
然
記
念
物
の
湿
地
の
分
野
で

指
定
第
１
号
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

渥
美
半
島
で
は
、
シ
デ
コ
ブ
シ
が
注
目

さ
れ
が
ち
で
す
が
、
黒
河
湿
地
で
最
も
希

少
な
植
物
は
ヤ
チ
ヤ
ナ
ギ
で
す
。
こ
れ
は

寒
冷
地
の
植
物
で
、
日
本
で
は
北
海
道
の

サ
ロ
ベ
ツ
湿
原
、
群
馬
・
新
潟･

福
島
に

ま
た
が
る
尾
瀬
ヶ
原
な
ど
北
方
の
湿
原
に

見
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
な
ぜ
か
黒
河
湿

地
や
四
日
市
市
の
御お

い
け
し
ょ
う
た
く

池
沼
沢
湿
原
に
も
見

ら
れ
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
暖
か
い
場

所
に
あ
る
こ
と
は
極
め
て
珍
し
く
、
貴
重

な
自
生
地
と
い
え
ま
す
。

　

歴
史
探
訪
ク
ラ
ブ
で
、「
な

ん
で
植
物
の
話
を
？
」
と
思
う

方
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

田
原
市
で
一
番
古
い
遺
跡
で
あ

る
宮
西
遺
跡
（
大
久
保
町
）
は
、

か
つ
て
野
田
周
辺
の
水
田
地
帯

が
湿
原
だ
っ
た
こ
ろ
、
湿
原
に

集
ま
る
動
物
を
狩
猟
す
る
人
た

ち
が
く
ら
し
た
場
所
で
し
た
。

そ
の
湿
原
の
植
物
が
泥
の
よ
う
に
な
っ
て

で
き
た
泥で

い
た
ん炭
（
３
万
年
か
ら
２
万
５
千
年

前
の
最
終
氷
河
期
の
も
の
）
か
ら
、
あ
る

植
物
の
花
粉
の
化
石
が
発
見
さ
れ
ま
し

た
。
分
析
で
は
、
ヤ
マ
モ
モ
科
の
も
の
と

鑑
定
さ
れ
、
当
時
の
寒
い
気
候
と
花
粉
の

形
態
か
ら
、
ヤ
チ
ヤ
ナ
ギ
の
花
粉
で
あ
る

と
結
論
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ヤ
チ

ヤ
ナ
ギ
の
花
粉
は
、
泥
炭
か
ら
見
つ
か
っ

　

太
古
を
つ
な
ぐ
植
物 

ヤ
チ
ヤ
ナ
ギ

た
花
粉
の
３
分
の
１
に
も
及
び
、
氷
河
期

の
湿
原
周
辺
に
は
、
ヤ
チ
ヤ
ナ
ギ
が
多
く

群
生
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

「
黒
河
湿
地
の
ヤ
チ
ヤ
ナ
ギ
は
氷
河
期
の

生
き
残
り
」
と
も
い
わ
れ
て
き
た
の
で
す

が
、
そ
れ
を
鮮
や
か
に
証
明
し
た
分
析
結

果
で
し
た
。

　

発
見
さ
れ
た
ヤ
チ
ヤ
ナ
ギ
の
花
粉
は
、

宮
西
遺
跡
の
時
代
（
旧
石
器
～
縄
文
時
代

始
め
）
か
ら
さ
ら
に
古
い
年
代
で
し
た

が
、
宮
西
遺
跡
で
く
ら
し
た
人
た
ち
も
、

こ
の
ヤ
チ
ヤ
ナ
ギ
を
見
て
い
た
に
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。
も
っ
と
昔
、
寒
く
環
境

も
全
く
違
っ
た
こ
の
田
原
で
、
た
く
ま

し
く
生
き
抜
い
た
私
た
ち
の
祖
先
が
見

た
風
景
の
一
部
を
、
黒
河
湿
地
で
体
感

で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
増
山
）

【
表
紙
の
写
真
】サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら
の
お
花
畑

▼
照
り
つ
け
る
日
差
し
を
も

の
と
も
せ
ず
、鮮
や
か
に
咲

く
ポ
ー
チ
ュ
ラ
カ
。そ
の
花

言
葉
の
一
つ
は「
い
つ
も
元
気
」で

す
。太
陽
の
強
い
日
差
し
が
大
好
き

で
、暑
く
て
も
夏
バ
テ
し
な
い
こ
の

花
と
は
対
照
的
に
、撮
影
し
て
い
た

私
は
た
っ
た
15
分
で
汗
だ
く
で
ヘ
ト

ヘ
ト
…
。改
め
て
体
力
の
な
さ
を
実

感
し
ま
し
た
。（
Ｏ
）
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▲ヤチヤナギの花粉

◦ヤチヤナギ（黒河湿地植物群落）


